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【公開番号】特開2020-68856(P2020-68856A)
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【手続補正書】
【提出日】令和2年4月7日(2020.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技領域に遊技媒体を発射することにより遊技が可能な遊技機であって、
　前記遊技領域は、
　　遊技媒体が進入可能な進入領域と、
　　遊技媒体が進入不能または進入困難な第１状態と進入し易い第２状態とに変化可能な
非電動可変手段と、を有し、
　前記非電動可変手段は、
　　前記進入領域に進入した遊技媒体が作動部材に作用して該作動部材が作動することに
より前記第１状態から前記第２状態に変化し、
　　外力により前記作動部材が作動することにより前記第１状態から前記第２状態に変化
することを阻止する阻止手段と、
　　遊技媒体が進入可能な特定進入領域を開閉する可動部材と、を備え、
　　前記第１状態において前記作動部材が作動することにより前記可動部材が前記特定進
入領域を開放することで前記第２状態に変化し、
　前記阻止手段は、遊技媒体が前記作動部材に作用することによらず外力により前記作動
部材が作動することを阻止する
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　手段Ａの遊技機は、
　遊技領域に遊技媒体を発射することにより遊技が可能な遊技機であって、
　前記遊技領域は、
　　遊技媒体が進入可能な進入領域と、
　　遊技媒体が進入不能または進入困難な第１状態と進入し易い第２状態とに変化可能な
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非電動可変手段と、を有し、
　前記非電動可変手段は、
　　前記進入領域に進入した遊技媒体が作動部材に作用して該作動部材が作動することに
より前記第１状態から前記第２状態に変化し、
　　外力により前記作動部材が作動することにより前記第１状態から前記第２状態に変化
することを阻止する阻止手段と、
　　遊技媒体が進入可能な特定進入領域を開閉する可動部材と、を備え、
　　前記第１状態において前記作動部材が作動することにより前記可動部材が前記特定進
入領域を開放することで前記第２状態に変化し、
　前記阻止手段は、遊技媒体が前記作動部材に作用することによらず外力により前記作動
部材が作動することを阻止する
　ことを特徴としている。
　手段１の遊技機は、
　遊技領域に遊技媒体（例えば、遊技球Ｐ等）を発射することにより遊技が可能な遊技機
（例えば、パチンコ遊技機１）であって、
　前記遊技領域は、
　遊技媒体が進入可能な進入領域｛例えば、普電入賞口（第４カウントスイッチ２３Ｄ）
、第３分岐路７１１ｆ、第１作動口（第５カウントスイッチ２３Ｅ）、第２作動口（第６
カウントスイッチ２３Ｆ）等｝と、
　遊技媒体が進入不能または進入困難な第１状態（例えば、閉鎖状態（図１１（Ａ）参照
））と進入し易い第２状態（例えば、開放状態（図１１（Ｂ）参照））とに変化可能な非
電動可変手段（例えば、非電動可変入賞球装置６００Ａ，６００Ｂ等）と、
　を有し、
　前記非電動可変手段は、
　前記進入領域に進入した遊技媒体が作動部材（例えば、第１リンク部材７２１～第３リ
ンク部材７２３（第１リンク部材７３１～第３リンク部材７３３）、作動部材６０４、回
転軸部材６０３等）に作用して該作動部材が作動することにより前記第１状態から前記第
２状態に変化し（例えば、図７（Ｂ）、図１１（Ｂ）参照）、
　外力（例えば、パチンコ遊技機１を製造メーカら遊技場等に輸送する際など搬送する際
に生じる振動や、パチンコ遊技機１による遊技に伴い発生する振動や、パチンコ遊技機１
に外力が加えられることにより発生する振動等）により前記作動部材が作動することによ
り前記第１状態から前記第２状態に変化することを阻止する阻止手段（例えば、第２リン
ク部材７２２の荷重Ｇ３、規制部材６０５、トーションバネ６４７、トーションバネ６３
７／圧縮ばね等）を備える
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、作動部材により非電動可変手段の配置自由度が向上するとともに、
意図せずに非電動可変手段が第２状態に変化することを抑制できる。
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